
◎応募用紙について
・裏面の応募用紙に必要事項を記入のうえ、切り取らずに作品と一緒にお送り下さい。
・作品１点につき１枚必要です。複数応募の場合はコピーしてお使い下さい。
・ペンネームを使用する場合は備考欄に本名をご記入下さい。(連絡の際に必要となります)
・学校やグループでの応募の場合は代表者の連絡先を必ずご記入下さい。
・応募用紙・外箱用ラベルには作品の写真を貼り付けて下さい。
・連絡等にも使用しますので名前には必ずフリガナをつけて下さい。
・入賞時など、各種メディアに掲載されるデータにもなりますので、作品のプロフィール
（材料、制作日数、制作動機、苦心談、アピールする点など…）詳しくご記入ください。

○応募用紙＝必要事項を記入のうえ、写真が剥がれないようしっかり貼りつけて下さい。　
○外箱用ラベル＝梱包用の箱に貼って使用します。必ず写真を貼りつけて下さい。
○展示用ラベル＝作品を展示する際のキャプションとなります。そのまま使用しますの
　　　　　　　　で読みやすい字で丁寧に記入して下さい。
○作品用ラベル＝作品本体に貼りつけて使用します。

四万十川カッパ造形大賞2011　

応募要項
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FINAL
四万十川カッパ造形大賞は第３回をもって最終回となります。
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四万十川カッパ造形大賞2011
出品作品

作品名

作者名

作品ひとこと紹介　

写真貼付欄

作品名

作者名

※注意
この用紙に各項目をご記入いただき
切り取らずに作品と同梱して下さい。

展示用ラベルは展示の際そのまま使用します。
読みやすい文字で丁寧に記入して下さい。

応募用紙、外箱用ラベルには
必ず写真を貼りつけて下さい。

作品は受付後事務局で記入致しますので
記入しないで下さい。

作品

外箱用ラベル

展示用ラベル

作品名

作者名

作品用ラベル

作品

四万十川カッパ造形大賞2011

作品



作品名

作者名　フリガナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　性別　　　　年齢　　　　職業

住所　　フリガナ

TEL　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者の氏名・連絡先（学校・グループでの応募の場合）

作品サイズ（mm）高さ×幅×奥行　　　　　　　　　　　　　　　　主な材質

作品紹介

作者プロフィール

写真貼付欄

四万十川カッパ造形大賞2011 応募用紙
※必ず1作品につき1枚添付してください

作品

E-mail

備考

〒

ペンネームで応募の場合は本名を
ご記入下さい



応募締切り 2011年6月30日(必着)

皆さまの力作をお待ちしています

作品の梱包について　ー破損トラブルを避けるためにー

四万十川カッパ造形大賞事務局

◎お問い合せ先　◎作品の送付先
　〒786-0036
　高知県高岡郡四万十町下呉地字下影野157-3 株式会社 奇想天外内
　四万十川カッパ造形大賞事務局
　TEL 0880-29-7360  FAX 0880-29-7361
　E-mail 　kappa@kisotengai.jp
　URL　　　http://www.kisotengai.jp/kappa/
　応募要項・応募用紙はホームページからもダウンロードできます。
　

●ほとんどの作品の破損は、輸送の段階でおきています。郵便小包や宅急便は丁寧な扱いをしてくれるとは限り
　ません。例えばケースに入っている作品の場合、ケースの周りをいくら厳重に梱包してもケースの中で作品が
　ベースからはずれて移動中に揺すられれば壊れてしまいます。

●梱包の理想は、作品が梱包材の中心にがっちりと揺るぎない状態で浮かんでいるという状態です。

●まずは作品をすっぽりと大きめのビニール袋に入れます。これは緩衝材が作品と直接こすれ合って塗装が剥が
　れてしまうのを防ぎ、万が一細部が破損しても細かな部品が緩衝材の中に埋もれて紛失してしまう事がないよ
　う予防するためです。開梱時に緩衝材にひっかかって部品が取れてしまい紛失してしまう事が多いのです。

●緩衝材を箱の底に敷き、作品を置きます。作品の周りに緩衝材を詰めていき作品が動かないようにし、再び緩
　衝材を被せて箱の蓋を閉じます。少しゆすってみて、作品ががたつかないか、隙間ができていないか確かめて
　ください。

●よくある間違いに作品をやわらかく受け止めるために緩衝材をゆるめに入れた方がいいと思ってしまう場合が
　あります。緩衝材がゆるいと箱が揺れているうちに隙間ができ作品は固定されずにがたついて壊れてしまいま
　す。緩衝材はみっしり詰まっている必要があります。新聞紙やティッシュなどは堅めに握る必要があります。
　緩衝材としては梱包用の発泡スチロールなどがあれば良いですがわざわざ入手するのも困難です。身近な物を
　利用してみましょう。新聞紙、ティッシュなどをぎゅっと固めたもの。それをビニール袋に入れて使うと作品
　にひっかかったりするのを防げます。ポケットティッシュを袋から出さずにそのまま使う。スポンジ、段ボー
　ルを切ったり折り曲げたりなども有効です。ビニール袋やゴミ袋をくしゃくしゃに固めた物など。隙間の大き
　さに合わせて組み合わせて使ってみてください。

※作品の持ち込みについて
事務局へ作品の直接持ち込みも受け付けますが、受付作品は作品発表会場、展示場所
への移送などがおこるため、作品を発送する場合と同じ梱包をして頂く必要があります。
梱包していない作品は受付できませんのでご了承下さい。


